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自己紹介
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VPS・クラウド

ハウジング

新サービスレンタルサーバ

さくらの VPS

専用サーバ

国内大手データセンター事業者

各種サービスを提供

東京・大阪・北海道の3エリア

各エリアで独立したAS



アドレス規約制定の背景
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最初のIPv6アドレス割振り

トンネルによる実験サービス開始

6rd試験サービス開始

北海道（石狩市）にデータセンター開所

IPv4 / IPv6デュアルスタック開始
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2004

2007

2011春

2011秋

IPv6アドレス規則を策定

当社のIPv6サービス提供の歴史
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IPv6アドレス規則の方針

場所・サービス種別などの情報に基づき
機械的にアドレスが定まる規則

割り当て作業の属人化を
防ぐことを目指す



上位64bit

(ネットワーク部に相当）
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IPv6アドレスに盛り込む情報

エリア

データデンター

サービス種別

IPv4アドレス

下位64bit

（ホスト部に相当）



上位64bit
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正式サービス前後の割振り状況
2001:e40::/32 実験サービス・社内利用 → 引き続き利用（徐々に縮退）

2001:e41::/32 6rd実験サービス → 引き続き利用

2001:e42::/32 未使用 → 東京エリア正式サービス

2001:e43::/32 未使用

2001:e44::/32 未使用

2001:e45::/32 未使用

2001:e46::/32 未使用

2001:e47::/32 未使用 → 基幹ネットワーク機器

2401:2500::/32 未使用 → 石狩エリア正式サービス

2403:3a00::/32 未使用 → 大阪エリア正式サービス



2001:e42:0102:0001::/64

エリア（BGP広報単位） 連番

上位64bitの規則（正式サービス用）

データセンター
00:NOC, anycastなど
01:データセンターA
02:データセンターB

：
ff: 追加IPアドレス

サービス種別
00:共通基盤
01:サービスA
02:サービスB

：
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データセンターに
よらず共通



2001:e47:8000:0001::/64

上位64bitの規則（基幹ネットワーク機器）

エリア
0000:東京
8000:大阪
c000:北海道

連番
ただし0000は
ループバックアドレス
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1,2,3の方が良かったなあ…
※ルータ間アドレスは/64を割り当て



下位64bit
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前提条件

ノードはすべて

IPv4/IPv6デュアルスタック
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メリット

• IPv4/IPv6アドレスの対応がわかりやすい

• 運用面での16進数の扱いにくさを回避

• サーバ設定は自動化されるため手間は変わらず
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下位64bitの規則（正式サービス用）

IPv4アドレスを10進表記のまま
例）192.168.100.10 → :192:168:100:10



デメリット

手動操作（設定・トラブルシューティング）が煩雑！
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下位64bitの規則（基幹ネットワーク機器）

IPv4アドレスを10進表記のまま
例）192.168.100.10 → :192:168:100:1

方針変更
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手動設定にはハードルが高かった……

ルータ間アドレス → ::1と::2
ループバックアドレス→ ::1から連番

下位64bitの規則（基幹ネットワーク機器）



おまけ
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さくらのIPAM
(IP Address Management)

• Webインターフェース

• phpIPAM(OSS)を改造

• IPv4, IPv6を管理

IPアドレス管理システム
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所感(1)

/48はでかい。/32はムチャでかい。
思い切った計画を立てても案外大丈夫。

利用計画の策定はお早めに。
使用空間が小さいうちに策定することをお勧め。
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所感(2)

「長くて判別しやすい」
vs

「短くて設定しやすい」

条件により最適解は異なる
妙案があればぜひ教えてください！


